
 

世帯数 3,214
人口 8,016
男 3,865
女 4,151

イベント 日時 問い合せ

新春登山

（四熊ヶ嶽）

１月１日（水）

５：２０　上野八幡宮発

６：００　四熊公民館発

四熊公民館

６３－０１０８

ふれあい懇話会
１月８日（金）

１８：３０～　Ｊ：周南徳山支所

菊川公民館

６２－２８０１

ハイキング大会

※雨天中止

２月１１日（木・祝） 四熊ヶ嶽下権現広場

８：１５　小畑バス停発

９：００　上野八幡宮or加見分館発

９：３０　四熊公民館発

菊川公民館

６２－２８０１

 １２月５日（土）にＪ：周南徳山支所２階で「子供本音会議」が菊川中学校運営協議会主催のもと行われました。 

 「子供本音会議」とは、中学生と大人が菊川地区について本音で話し合う会議です。中学生が今、菊川地区に対して何

を思い考えているのか、同じ菊川地区に住む大人と中学生の考え方にはどのようなギャップが存在するのかを知る貴重な

場となりました。話し合った一部の内容ですが、みなさんはこの結果を見て、何を思いますか・・・？？ 

問 （中学生に聞きました）将来も菊川に住み続けたいですか？ 

中学３年生

はい いいえ

全体結果

はい いいえ

中学１年生

はい いいえ

中学２年生

はい いいえ

問 （大人と中学生に聞きました） 

   菊川地区に対する満足度を 

     教えてください。 

大人 中学生

【子供本音会議 当日の様子】 

・お世話になった菊川に恩返し     ・都会に出てみたい気持ちはあるが 

 したいから将来も住み続けたい     老後は菊川で暮らしたい 

・安全で安心して暮らせるところが   ・帰り道で、お母さん世代の方達が 

 菊川の良いところ           立ち話をしているときに、私達が 

・いつも孫のように可愛がってくれる    あいさつをしたら迷惑ですか？ 

 から感謝を込めて地域の方に挨拶を  ・大人の人は菊川の子供について 

している               どう思っていますか？ 

・自然がキレイ            ・地域の為に私達にできることは？ 

―中学生の声― 

菊川をキレイに 

美しく 
毎
年
恒
例
の
「
新
春
ふ
れ
あ
い
懇
話
会
」
を
今
年
も
開
催

い
た
し
ま
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
！ 

【
日
時
】 

１
月
８
日
（
金
） 

 

時 
 

分
～ 

【
会
場
】 

Ｊ
：
周
南
徳
山
支
所 

【
内
容
】 

ぜ
ん
ざ
い
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ン
ゴ
大
会
、
飲
食 

【
会
費
】 
男
性
２
，
５
０
０
円 

女
性
１
，
５
０
０
円 

【
申
込
】 
直
接
菊
川
公
民
館
へ
、
ま
た
は
自
治
会
回
覧

に
添
付
の
受
付
票
に
て
申
込
み
。 
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住
み
よ
い
菊
川
を
つ
く
る
会 

 
 
 
 
 
 
 

会
長 

小
林 

雄
二 

  

昨
年
、
地
区
運
動
会
の
合
間
で
す
が
、
菊

川
中
学
校
の
文
化
祭
を
見
学
し
ま
し
た
。 

 

文
化
活
動
、
英
語
ス
ピ
ー
チ
と
、
私
た
ち

の
頃
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
立
派
な
発
表

会
で
し
た
。 

 

教
室
内
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
菊
川
地
域

に
小
畑
地
区
や
四
熊
地
区
が
あ
る
の
を
知

っ
た
。
地
域
は
広
く
、
ト
ト
ロ
の
世
界
が
あ

っ
た
。」
と
い
う
様
な
事
が
書
い
て
あ
っ
た

菊
川
支
所
職
場
体
験
リ
ポ
ー
ト
を
発
見
し

ま
し
た
。
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
し
た
。 

 

菊
川
地
域
は
広
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に

特
色
が
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
ミ
ニ
周
南
市

な
ん
で
す
。 

 

今
、「
地
域
の
夢
プ
ラ
ン
」
づ
く
り
が
全

市
的
に
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

益
々
、
住
み
よ
い
菊
川
を
つ
く
る
た
め
に
、

邁
進
す
る
元
気
が
出
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様

の
御
蔭
様
で
す
。 

 

新
年
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

 

の
利
用
や
、
寺
院
６
軒
、
民
家
１
０
軒
の
借
用
で
当
初
は

運
営
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
資
金
捻
出
に
は
多
大
な
苦
労

が
あ
り
、
光
市
の
室
積
村
で
は
、
婦
人
が
母
の
形
見
の
か

ん
ざ
し
を
寄
付
し
た
記
録
が
あ
り
、
庶
民
も
協
力
し
た
。 

富
岡
尋
常
高
等
小
学
校
（
呼
称 

上
野
小
学
校
）
は
、
明
治

７
年
４
月
１
０
日
創
立
で
、
当
初
は
横
矢
「
海
印
寺
」
の

本
堂
を
借
用
し
た
と
、「
都
農
郡
史
」に
記
載
さ
せ
て
い
る
。

当
時
の
生
徒
数
は
判
ら
な
い
が
、
旧
徳
山
市
地
域
に
分
校

も
含
め
て
、
明
治
１
４
年
に
は
、
３
３
校
が
設
置
さ
れ
、

在
籍
生
徒
数
や
学
校
長
の
名
が
一
覧
表
で
記
載
さ
れ
て
い

る
（「
徳
山
市
史
」）。
菊
川
地
区
に
は
分
校
も
合
わ
せ
、
８

校
が
設
置
さ
れ
、
生
徒
数
は
、
３
４
９
名
（
男
子
２
８
３

名
、
女
子 

６
６
名
）
で
あ
っ
た
。 

  

現
代
社
会
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
く
、
学
ぶ
こ
と
は
生
き
る

為
の
知
恵
で
あ
り
、
年
寄
り
に
は
、
厳
し
い
時
代
で
あ
る
。

「
生
涯 

学
ぶ
姿
勢
が
な
い
と
、
社
会
か
ら
孤
立
す
る
」
程 

世
界
の
文
化
が
急
速
に
混
じ
り
合
っ
て
い
る
。 

明
治
の
先
人
が
教
え
て
く
れ
る
「
学
ぶ
こ
と
」
へ
の
意

欲
を
尊
び
、
今
年
も
飛
躍
す
る
こ
と
を
祈
る
。 

庶民教育の 
はじまり 

昨
年
１
０
月 

徳
山
小
学
校
で
、「
浅
田
栄
次
生
誕
１
５

０
周
年
記
念
祭
」
が
あ
り
、
英
語
教
育
に
尽
力
し
た
郷
土 

の
偉
人
で
あ
る
。
こ
の
周
南
市
で
は
、
教
育
者
を
多
数
輩

出
し
、「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
る
湯
野
の

「
弘
中
又
一
先
生
」
や
、
こ
の
菊
川
も
、
胸
像
や
石
碑
が

あ
る
「
玖
村
敏
雄
先
生
」
や
「
水
井
文
吉
先
生
」
が
出
身

で
あ
る
。
明
治
維
新
後
の
日
本
の
近
代
化
を
考
え
る
時
、

そ
の
原
動
力
は
庶
民
の
教
育
で
あ
っ
た
と
思
う
。
明
治
維

新
前
の
教
育
は
、
武
士
は
「
藩
校
」
や
「
郷
校
」
で
勉
強

が
出
来
た
が
、
庶
民
は
私
塾
や
寺
子
屋
で
あ
っ
た
。
そ
の

数
が
長
州
藩
だ
け
で
、
約
１
，
４
０
０
軒
も
有
っ
た
こ
と

は
驚
愕
で
あ
り
、
旧
徳
山
地
域
に
も
３
９
軒
あ
り
、
菊
川

に
も
、
４
軒
あ
っ
た
と
記
録
が
あ
る
。
先
生
た
ち
は
、
武

士
、
僧
侶
、
神
官
、
医
師
で
あ
っ
た
。 

明
治
政
府
は
、
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
に
「
学
制
」

を
頒
布
さ
せ
、「
邑
（
村
）
に
、
不
学
の
戸
な
く
、
家
に

不
学
の
人
な
か
ら
し
む
る
」
の
趣
旨
で
、
ま
ず
「
小
学
校
」

の
普
及
に
最
も
力
を
注
い
だ
。
そ
の
「
学
制
」
を
受
け
、

山
口
県
も
、
小
学
校
の
建
設
に
邁
進
し
、
旧
徳
山
市
地
域

で
は
、
２
９
校
が
設
置
さ
れ
、
新
築
は
１
１
校
、
旧
藩
校 

  

さん さん 

（右） （左） 

菊川小学校の二宮金次郎像 

 

原
田 

哲
志 

山
本 

慎
太
朗 

さ
く
ら 

ち
ゃ
ん
（
１
才
） 

い
ろ
は 

ち
ゃ
ん
（３
才
） 

ふ
た
ば 

ち
ゃ
ん
（２
か
月
） 

な
る
み 

ち
ゃ
ん
（２
か
月
） 

パパそっくりのさくら♡ 

だいぶ女の子らしくなりました。 姉妹仲良く優しい子になってね♡ 元気いっぱい大きくなあれ♡ 

母
子
保
健
推
進
員
さ
ん
を 

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

 

市
か
ら
委
託
さ
れ
、
対
象
者
の
家

を
訪
問
し
て
ま
わ
っ
た
り
、
親
子
の

交
流
の
場
を
つ
く
る
た
め
に
サ
ー

ク
ル
を
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
に
一
番
に
目
に
つ
く
の
が

菊
川
ま
つ
り
で
し
ょ
う
か
。
小
さ
な

子
供
達
が
風
船
人
形
や
風
車
を
手

に
持
っ
て
い
た
の
を
見
た
方
も
い

る
か
と
思
い
ま
す
。
体
育
館
内
で
親

子
で
作
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
と
思

い
、
準
備
を
し
ま
し
た
。
子
供
達
が

喜
び
、
そ
の
顔
を
見
て
ほ
ほ
え
む
お

母
さ
ん
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
お
母
さ
ん
の
笑
顔
が
子
供
の

一
番
の
栄
養
の
一
つ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
子
供
が
好
き
、
菊
川
が
好

き
な
現
役
の
お
母
さ
ん
！
孫
の
世

話
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん
！ 

 

あ
な
た
の
手
を
貸
し
て
も
ら
え

ま
せ
ん
か
？ 

菊川まつりの時の活動の様子 

―
新
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
っ
そ
く
で
す
が
、

 

 

お
二
人
は
小
さ
い
頃
か
ら
の
知
り
合
い
で
す
か
？ 

（
原
）
小
学
校
の
時
に
ス
ポ
少
の
野
球
で
一
緒
で
し
た
。 

―
じ
ゃ
あ
二
人
と
も
小
さ
い
頃
の
夢
は
・
・
・
？ 

（
原
・
山
）
プ
ロ
野
球
選
手
（
笑
） 

（
原
）
で
も
ス
ポ
少
の
同
じ
チ
ー
ム
に
上
手
い
人
が
い
て
、

プ
ロ
野
球
選
手
は
諦
め
ま
し
た
。 

―
山
本
君
は
？ 

（
山
）
僕
は
中
学
生
の
時
に
職
場
体
験
学
習
で
消
防
署
に

い
っ
て
、
そ
の
時
に
将
来
の
夢
が
プ
ロ
野
球
選
手

か
ら
消
防
士
に
か
わ
り
ま
し
た
。 

―
で
は
今
は
消
防
士
に
な
っ
て
見
事
に
夢
を
叶
え 

 

た
と
い
う
事
で
す
ね
。
仕
事
は
楽
し
い
で
す
か
？ 

（
山
）
は
い
、
楽
し
い
で
す
！ 

―
で
も
消
防
士
は
大
変
な
事
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
山
）は
い
、日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
大
変
で
す
。

 

 
 

サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
も
の
が 

開
発
さ
れ
て
し
ま
っ
て
・
・
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

後
は
へ
と
へ
と
に
な
り
ま
す
。 

―
原
田
君
は
今
、
学
生
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
将
来 

 

の
進
路
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま
す
か
？ 

 

そ
れ
と
学
生
生
活
は
楽
し
い
で
す
か
？ 

（
原
）
将
来
の
進
路
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
け
ど
、

社
会
に
出
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
、

と
に
か
く
今
は
色
々
な
知
識
を
増
や
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。学
生
生
活
は
勉
強
を

頑
張
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
の
で
、
今

は
非
常
に
充
実
し
て
い
ま
す
。 

―
お
二
人
の
小
さ
い
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て 

く
だ
さ
い
。 

（
原
）小
さ
い
頃
の
こ
と
は
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い

け
ど
、
幼
稚
園
の
と
き
に
、
初
見
な
の
に
、

慎
太
朗
に
殴
ら
れ
た
記
憶
は
あ
る
（
笑
） 

（
山
）
そ
れ
全
く
覚
え
て
な
い
（
笑
） 

（
山
）中
学
生
の
時
に
秘
密
基
地
を
作
ろ
う
と
し
て

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
（
笑
） 

（
原
）
あ
っ
た
あ
っ
た
！
で
も
作
る
途
中
に
慎
太
朗

に
石
垣
が
直
撃
し
て
、
一
時
中
断
し
て
・
・
・

結
局
完
成
し
な
か
っ
た
（
笑
） 

―
で
は
お
二
人
に
聞
き
ま
す
。 

 

原
田
君
か
ら
見
た
山
本
君
は
ど
ん
な
人
？ 

 

逆
に
山
本
君
か
ら
見
た
原
田
君
は
？ 

（
原
）
慎
太
朗
は
人
気
者
で
、
と
に
か
く
明
る
い
、

お
も
し
ろ
い
人
。 

（
山
）
哲
志
は
部
活
も
勉
強
も
前
向
き
に
や
れ
る

人
で
、
自
主
練
も
し
っ
か
り
し
て
い
た
。 

 
 

 

見
た
目
は
の
ほ
ほ
ん
と
し
て
い
る
け
ど
、

実
は
し
っ
か
り
者
で
す
。 

―
休
日
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
？ 

（
原
）
バ
イ
ト
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
サ
ッ
カ
ー

し
た
り
、
買
い
物
し
た
り
し
て
い
ま
す
。 

（
山
）
僕
は
家
の
安
全
を
守
っ
て
い
る
か
、
割
と

小
さ
め
の
銀
色
の
球
を
弾
い
て
い
る
か
、

タ
ク
シ
ー
役
を
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

―
で
は
最
後
に
新
成
人
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、 

 

思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

（
原
・
山
）
こ
れ
か
ら
様
々
な
困
難
が
待
ち
受
け

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
困
難
を
乗

り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
色
々
な
技
術
を
学

び
、
身
に
つ
け
、
ま
た
地
域
社
会
に
貢
献

で
き
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
で
す
。 

 
 

 

う
ん
、
模
範
解
答
（
笑
） 

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
、
そ
う
い
え 

 

ば
山
本
君
。
今
日
（ 

 

月 
 

日
）
は
ボ
ー 

ナ
ス
で
す
ね
。 

（
原
）
あ
、
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
す
（
笑
） 
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